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Ⅰ．はじめに、 

 世の中では、コロナが大流行し、連日のようにコロナの感染が拡大し、さまざまな事柄に

対して自粛や縮小が当たり前になっています。 

 また、島根県では令和３年 7月に東部を中心に大規模な豪雨災害が発生しました。 

今まで当たり前だったことが何もかも変わっている激動のこの時代において働き方につい

ても考え方、やり方を変革していかなければと感じています。 

今回の論文ではこれからを背負って立つ当事務所の１０代、２０代職員を対象に働き方に

関するアンケート調査を実施し、その結果報告と見えてきた課題について、私なりに考察し

た内容を自分も若手職員の一人として全職員へ向けてフィードバックさせていただきます。 

 

 

Ⅱ．アンケートの実施 

 発表に当たって、事務所の若手職員へ２種類のアンケート調査を実施しました。 

 （１）対象：10 代～20 代の総合土木職・事務職 

・日々の時間外について 

・上司とのコミュニケーションについて、 

・困っていること、悩んでいることについて 

・ストレスの解消法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）対象：10代～20代の総合土木職 

 ・遠隔臨場・ASP などの新技術を用いた働き方について 

 ・事務所で開催した若手職員向け勉強会（土木構造物の設計計算）について 

 ・今後の勉強会で学びたい内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．アンケートの結果 

 出雲県土 10～20 代職員１８名を対象に行いました。（総合土木１４名・事務４名） 

（１）総合土木職・事務職向けアンケート 

Ｑ１－１：時間外について 

              【選択肢：回答人数】 

               ほとんどない：６人 

               週に１～２回：１２人 

               ほぼ毎日（1 日当たり１～２時間）：０人 

               ほぼ毎日（１日当たり２時間を超える）：０人 

               

 

Ｑ１－２：時間外勤務を行っている理由（原因）について【頂いた意見を抜粋】 

 ・勤務時間中は、地元対応（調整）を行い時間外に内業を行っているため。 

 ・上司に相談するタイミングを逃し、結果的に自分で考える時間が増えて業務 

時間が増えている 

 ・現場が遠いため、立会等で外出後に作業を行うと時間外になる。 



Ｑ２：上司とのコミュニケーションの取りやすさについて 

              【選択肢：回答人数】 

               仕事以外の話もでき、良好である：１３人 

               仕事の話は気兼ねなく相談できる：３人 

               仕事の話であっても相談しにくい：２人 

               コミュニケーションが取りづらい：０人 

 

 

（２）総合土木職向けアンケート（ＩＣＴ技術の活用、事務所若手勉強会のあり方） 

 Ｑ１：普段の仕事の中で一番、時間が掛かっている事 

             【選択肢：回答人数】 

              設計書の作成（積算含む）：１１人 

              地元対応：２人 

              県庁等の調査対応：０人 

              立会対応：１人 

              

 

Ｑ２：ＩＣＴ、働き方改革ついて 

下記の４項目について実際に業務として携わった事があるかについて調査しました。 

【複数回答あり】 

①遠隔臨場の実施･･･４人      ②ＡＳＰを用いた書類のやり取り･･･８人 

③ＩＣＴ施工現場の監督員･･･３人  ④３次元ＣＡＤの使用･･･０人 

 

Ｑ３：若手（採用１～３年目職員）勉強会について 

出雲県土では事務所ＯＪＴの一つとして若手勉強会が開催されました。これについて 

アンケートを実施しました。 

結果は参加者８名すべてが、５段階評価で最も評価の高い５を選択されました。 

  また、アンケートでは今後学びたい内容【複数回答あり】についても調査しました。 

             【選択肢：回答人数】 

              構造物等の設計計算：９名 

              積算：４名 

              起工(変更)設計書の作り方：４名 

              各種システム操作：４名 

              立会のやり方：４名 

 

 

Ⅳ．アンケート結果より見えてきた課題と解決案 

 今回のアンケート結果から、特筆すべき箇所として以下の４点を挙げます 

 



（１）上司とのコミュニケーションと時間外について 

  時間外が多くなる要因の遠因として所内のコミュニケーションが不足している事を感じまし

た。今後は、今以上に風通しの良い職場となっていく事を願います。 

特に、若手の意見として挙がったのは「上司が忙しそうで声をかけにくい」でした。上司の

皆さんは忙しい事は重々承知ですが、たまには若手職員の質問や相談に対してウェルカムな雰

囲気作りをお願いします。 

 

（２）一番時間が掛かる業務として回答が多かった、積算及び設計書の作成について 

  設計書の作成や積算に時間が掛かるのは、作り方が事務所や教えてくれる人で微妙に違う

事、個別指導によって学ぶ事が、大きな要因だと考えます。 

設計書作成演習を盛り込んだ研修等の開催によって、設計書の作成ルールを学ぶ機会があれ

ば若手職員の技術力向上、時間外短縮につながるのではと考えますので若手の人材育成として

のご検討をお願いします。 

 

（３）遠隔臨場・ASP のさらなる普及について 

  若手職員の普及（利用）率が４０％程度であることが分かりました。 

  （遠隔臨場３０％、ＡＳＰ６０％） 

  実際に使用した意見の抜粋 

・遠隔臨場によって、現場への移動時間が圧倒的に縮減された。 

・職員の確認を要するために作業が止まることが無くなり業者からの評判が良い 

・ASP の使用によって判子を押す作業の軽減、又、職員に起因した書類の紛失等 

へも一定以上の効果がある。 

  ・電波が不安定な場所では画質が粗くなり確認が難しい。 

  一方で使用していない意見として 

  ・そもそも使い方が分からない（発注者・受注者共に） 

  ・現場に直接行かないと現地の状況が分からなくなるため遠隔臨場の必要が無い 

個人的には、監督職員の確認が無ければ作業が止まる立会や立会時間をあまり要さない立会

に関しては積極的な遠隔臨場を進めても良いのではと考えます。 

参考に、出雲県土で実際に実施した遠隔臨場を用いた立会の中で特に遠隔臨場に向いている

立会内容を理由と共にご紹介します。 

  ①材料検収･･･計測物が確認しやすい。 

  ②ボーリング検尺･･･引き抜き本数の確認と長さの確認であり、対象物も限定的である。 

  ③護岸の上げ墨確認･･･立会時間をあまり要さない。延長と勾配は遠隔での確認が容易。 

 

（４）若手職員が研修等で学びたいこと。 

若手職員からの意見として意外に多かったのは、施工現場の立会のやり方、見方について

分からないという内容でした。 

上司の方は、地元対応などでは一緒に現場に出ることも多いと思いますが、たまには若手

職員と施工現場に行って職員として、現場を見る目の養い方を伝授してあげてください。 


